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題目 :儼然， 之也（『論語』子張 :子夏曰，君子有三變，望之儼然。卽之也温，聽其言也厲）












































































題目 :喻於義，小人（『論語』里仁 :子曰，君子 於義，小人喻於利）




130 経済理論　377号　2014年 9 月
截題抱上文暗破式」条）。
［割截題照下暗破式］
　解説なし
［用例］
題目 :孔子亦矙　　陽貨先（『孟子』滕文公下）
術有出於一例者，創此術者宜改計也 /夫子之往拜，與貨之致饋等，孔子乎，非待陽貨之先至
乎（術　一例に出づる者有り，此の術を創る者は宜しく計を改むべきなり /夫れ子の往きて
拜するは，［陽］貨の饋を致すと等し，孔子なるや，「陽貨の先
さき
んずる」に至るを待つに非ずや）
［破題上句 :］［題目の］「亦」字の飛舞なり。
［破題下句 :］本位を截し得て住
や
む。下文を呼得し起こす。
［承題末句 :］下意は，立竿見影（効果てきめん）なり（『撘題文模了然』卷一・八葉・「割
截題照下暗破式」条）。
題目 :思齊焉　　見不賢（『論語』里仁 :子曰，見賢思齊焉，見不賢而内自省也）
有不甘於徒見者，不得執此心以概所遇也 /夫果能思齊，賢者固不虛此見矣，然所見豈能皆賢
乎（徒だ見るに甘んぜざる者有り，此の心を執えて以て遇う所を概
なげ
くを得ざるなり /夫れ果
して能く齊しからんことを思う，賢者　固より此の見るを虛にせず，然らば見る所は，豈に
能く皆な賢なるか）
［破題下句 :］［截去された］下の「而」字の爲
ため
に勢いを作る（『撘題文模了然』卷一・八葉・
「割截題照下暗破式」条）。
  （つづく）
